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要旨
　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』第 1.0版（Maekawa et al. 2014）（以下 BCCWJ）には「文境
界」の情報がアノテーションされているが，その認定基準の妥当性について従来から様々な指摘が





















年 12月 16日開催第 120回 NINJALサロンでの発表をもととしている。
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る。自動認定においては句点記号「。」「．」感嘆符「！」疑問符「？」（以下文末記号）やブロッ
ク要素開始位置直前を文区切り位置とみなし，直前文の末尾を sentence要素の始端とみなす処理
（sentenceタグ <sentence> </sentence>を付与）を行う（例 C-1）。文末記号によって認定される

















2 括弧類 A：UniDic品詞体系「補助記号 -括弧開」「補助記号 -括弧閉」のうち（ ）〔 〕［ ］｛ ｝〈 〉《 》「 」
『 』【 】九対。




位）にあるもののみを正則な sentence要素とし，外側（上位）にある sentenceは superSentenceとする。
そのうえで，superSentenceの内側にありながら正則な sentence要素の外側に位置する部分は，新










　例 C-6においては括弧内に正則な sentence要素と sentence@quasi要素の二つが認定されてい
る。例 C-6における最外スパンを新たに superSentence要素として認定する（例M-6）。括弧内






























 ①  括弧や引用符などの括り記号で括られた発話や引用・補足部分を挟んだり，引用の助詞「と」
で受けたりして係り受け関係を結べる要素が前・中・後に接続する
 ②  箇条書き（改行を伴う）を内包する要素が前・中・後に接続する（主にWeb媒体）
 ③  本来一文であるべきものが，書き手による意図的な改行で分割されている（主にWeb媒体）




 ①  倒置部分が改行されている
 ②  改行を伴って文がねじれている
 ③  接続助詞ではなく接続詞「と」「っと」と判断されるものが文頭にくる
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ンを定義して行ったバッチ処理について示す。3.2.3節では，処理M(β)，すなわちパターンに基
づくバッチ処理で一括処理できない事例を中心に行った，人手作業について示す。3.2.4節では，
今回廃止した BCCWJ第 1.0版の属性とタグについて示す。以下 sentence要素，開始 sentence






1.  句点類 B5のみ，もしくは，句点類 Bの前に記号類 C6があり，且つ，句点類 Bと記号類 C













5 句点類 B：UniDic品詞体系「補助記号 -句点」 。！ ．？の 4種。




8 今回は形態論情報により括弧として定義されている「補助記号 -括弧開」「補助記号 -括弧閉」の 12種を 
用い，それぞれ〔括弧開〕・〔括弧閉〕と呼ぶ：‘ ’ “ ”〈 〉《 》「 」『 』【 】［ ］｛ ｝（ ）〔 〕＜ ＞
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2-a.  【例外処理】〔括弧開〕の前がすべて空白の場合も，それらすべてを次の sentence要素の頭
に移動
（3）  OY1412372









<s>）。</s>                            ←注目点
<s>それより「ブラボー砦の脱出」だ、「星のない男」だ </s>
<s>（異議なし！）。</s>


















4.  【原則】〔括弧閉〕で始まり，且つ，〔括弧閉〕に任意の短単位が後続する sentence要素は，
前の sentence要素の末尾に〔括弧閉〕のみを移動



















<s>□』</s>      ←注目点
11 記号類 F：記号類 C，「補助記号-読点」2種，「補助記号-括弧閉」12種。
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<s>□□□□□□□『今度は□一緒にファーストで行きたいね□！！□』</s>
4-c.  【例外処理】上記 4-a.を適用した結果，「（？）」「（！）」の文字列を sentence要素に含む場















































































3.  【原則】係り受け関係を結べる要素が，原本レイアウト情報を反映した結果二つの sentence
要素に分割されていて，括弧内に文末記号が含まれない場合は結合する
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図 6　sentenceタグの削除作業
図 5　sentenceタグの挿入作業



































バッチ処理 140 36,985 124,364
人手修正 48,089 53,879 408
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Abstract
In December 2011, the National Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL) 
released a 100-million-word balanced corpus – the Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese (BCCWJ) DVD Version 1.0 – which was compiled from 2006 through 2011. Some 
users have pointed out some issues concerning sentence delimitation in the BCCWJ. To address 
these issues, we – NINJAL – performed a complete survey and correction, beginning in 2013 and 
ending in 2014. This article reports the revision work on sentence delimitation in the BCCWJ. 
The problems with the BCCWJ DVD Version 1.0 derive from the string-based definition. We 
could not obtain any morpheme information for the sentence delimitation task because of the task 
parallelism between sentence delimitation annotation and morpheme annotation. The method 
used this time was morpheme based. We present the morpheme-based annotation guidelines, 
annotation environment, and basic statistics of the corpus correction.
Key words:  BCCWJ, sentence boundary, annotation, error correction standard, error correction 
environment
